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サ
ン
デ
ー
美
術
館
273

と
鳴
き
な
が
ら
、

〈
三
羽
の
雀
〉
で

集
ま
っ
て
、「
電

線
」
で
過
ご
し
て

い
る
ら
し
い
。

　
そ
の
後
、
雀
は
猟
師

に
撃
た
れ
、
焼
か
れ
た

挙
句
に
食
さ
れ
る
と
い

う
、
あ
の
ハ
チ
ャ
メ
チ

ャ
な
「
電
線
音
頭
」
の

一
節
で
あ
る
。
な
ぜ
に

あ
あ
も
流
行
っ
た
ん
だ

〈
三
羽
の
雀
〉
と
は
、
竹
の

枝
に
と
ま
っ
て
は
跳
ね
回
る

愛
す
べ
き
輩
で
あ
る
と
の
こ

と
。
確
か
に
、
そ
ん
な
に
く

っ
つ
い
て
同
じ
枝
に
と
ま
っ

た
ら
、
し
な
る
わ
揺
れ
る
わ

で
大
事
だ
ろ
う
に
お
構
い
な

し
。
虫
を
咥
え
た
子
雀
は
喜

び
勇
ん
で
逆
上
が
り
ま
で
披

露
す
る
始
末
で
あ
る
。

　
初
夏
の
朝
ま
だ
き
、
雀
た

ち
の
大
騒
ぎ
に
目
を
覚
ま
し

た
先
生
。
庭
の
一
隅
に
ひ
と

と
き
の
涼
を
見
い
だ
し
た
に

違
い
な
い
。
朝
顔
の
揺
れ
る

青
が
沁
み
る
一
点
で
あ
る
。

ろ
う
。
か
く
い
う
私
も
、
ひ

た
す
ら
歌
い
踊
っ
た
一
人
。

　
45
年
前
の
お
話
で
あ
る
。

　
で
は
、
３
５
０
年
前
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。
江
戸
初
期

の
絵
師
、
等
哲
先
生
い
わ
く

　「
お
前
た
ち
、
普
段
は
ど

こ
に
い
る
ん
だ
っ
け
？
」

　
昨
年
末
、
78
歳
で
亡
く
な

っ
た
国
民
的
コ
メ
デ
ィ
ア
ン

の
小
松
政
夫
さ
ん
に
よ
る
と

「
チ
ュ
チ
ュ
ン
が
チ
ュ
ン
」

「
雲
谷
派
の
花
鳥
図
」

展
　

《花鳥図》（部分）　17世紀
　雲谷等哲（1631-83）

県
立
美
術
館
副
館
長

　
　
　
　
　
河
野
　
通
孝

1982年9月、小郡生まれの 38 歳。小郡小・
中、県鴻城高卒業後、京都の日本料理店「た
ん熊北店」で足かけ6年の修業を積む。帰
山後、祖父の代から続く「鮨・割烹 寿司正」
の若大将として板場に立つ。小郡料飲組合
の青年部長も務める。

上
田
　
栄
蔵
さ
ん

694

21
年
度
吉
南
青
年
会
議
所
理
事
長

　
２
０
２
１
年
度
の
吉
南
青

年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
第
45
代

理
事
長
に
就
任
。
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
み
ん
な
の
心
を
ひ
と
つ

に 

吉
南
魂
」
は
、
誇
り
と

郷
土
愛
を
〝
魂
〞
に
込
め
て

お
り
、「
不
透
明
な
社
会
情

勢
だ
が
、
８
月
９
日
の
『
創

立
45
周
年
記
念
式
典
』
は
開

催
し
た
い
」
と
願
う
。

　
在
籍
の
６
年
間
で
、
Ｊ
Ｃ

は
異
業
種
の
人
と
関
わ
る
こ

と
が
で
き
、
ト
ッ
プ
た
る
べ

き
も
の
の
考
え
方
を
学
ば
せ

て
も
ら
え
る
貴
重
な
場
だ
と

感
じ
て
い
る
。
同
会
は
現

在
、
半
数
が
入
会
３
年
未
満

の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て

い
る
だ
け
に
、「
父
親
も
妻

も
同
会
Ｏ
Ｂ
。
歴
史
を
伝

え
、
新
し
い
風
を
吹
き
込
む

〝
新
生
吉
南
〞
を
発
信
す
る

こ
と
が
役
目
」
と
使
命
感
に

燃
え
る
。

　
座
右
の
銘
の
「
や
ら
れ
た

ら
や
り
返
す
。
三
倍
返
し
」

は
、
ド
ラ
マ
の
名
台
詞
で
は

な
く
、
中
学
生
の
頃
か
ら
の

指
針
だ
と
い
う
。

　「
い
つ
も
、
店
も
家
庭
も

切
り
盛
り
し
て
く
れ
て
い
る

妻
に
は
感
謝
」
と
話
す
。

湯
田
温
泉
に「
多
世
代
交
流・健
康
増
進
拠
点
施
設
」

「
温
浴・健
康
機
能
」な
ど
備
え
、24
年
度
完
成
予
定

　
今
後
は
、
県
道
２
０
４
号

北
側
エ
リ
ア
の
面
的
整
備
に

着
手
。
同
地
域
へ
の
定
住
人

口
１
万
５
千
人
と
、
交
流
人

口
年
間
１
０
０
万
人
、
さ
ら

に
民
間
に
よ
る
投
資
促
進
を

図
っ
て
い
く
考
え
だ
。

　
市
道
上
東
湯
田
温
泉
５
丁

目
線
を
境
に
す
る
「
居
住
エ

リ
ア
」
と
「
温
泉
街
エ
リ

ア
」
の
双
方
に
接
し
て
い
る

立
地
特
性
を
生
か
し
同
施
設

は
、「
定
住
を
促
進
す
る
た

め
の
温
泉
や
交
流
を
楽
し
む

拠
点
と
し
て
、
同
時
に
湯
田

温
泉
ゾ
ー
ン
の
県
道
２
０
４

号
北
側
の
さ
ら
な
る
回
遊
を

創
出
す
る
拠
点
と
し
て
」
整

備
さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
世
代

が
利
用
で
き
、
日
々
の
健
康

づ
く
り
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

つ
な
が
り
、
か
つ
温
泉
文
化

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
「
温

浴
・
健
康
機
能
」
と
、
半
屋

内
・
屋
内
の
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
な
ど
に
よ
る
「
交
流
機

能
」
を
備
え
る
。
飲
食
ス
ペ

ー
ス
や
駐
車
場
・
駐
輪
場
も

配
置
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
現
在
は
、
施
設
の
基
本
設

計
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
完

成
は
２
０
２
４
年
度
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
総
事
業
費
は

約
22
億
円
。

　
山
口
市
湯
田
温
泉
へ
の

「
多
世
代
交
流
・
健
康
増
進

拠
点
施
設
」
の
整
備
が
山
口

市
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
お

り
、
昨
年
10
月
に
整
備
基
本

計
画
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
同
施
設
の
建
設
予
定
地

は
、
老
人
憩
の
家
「
寿
泉

荘
」、
児
童
文
化
セ
ン
タ

ー
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

「
や
ま
び
こ
学
級
」、
消
防
団

湯
田
分
団
車
庫
と
い
っ
た
、

同
市
所
有
施
設
が
並
ぶ
湯
田

温
泉
５
丁
目
。
敷
地
面
積
は

約
９
千
平
方
㍍
だ
。

　
同
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
Ｊ

Ｒ
湯
田
温
泉
駅
前
駐
輪
場
・

公
衆
ト
イ
レ
、
湯
の
町
通
り

等
各
通
り
、
バ
ス
停
、
足

湯
、
狐
の
足
あ
と
、
何
遠

亭
・
井
上
公
園
な
ど
を
改

修
・
美
装
化
・
整
備
。
県
道

２
０
４
号
の
南
側
エ
リ
ア
を

中
心
に
、
段
階
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



2021年（令和 3年）１月２０日㈬　２ サンデー山口

 １行記事　昨年１年間の山口市の人身交通事故は、発生２９４件、死者数６人、負傷者数３３８人だった。それぞれ前年よりも、１０３件、２人、１４１人の減少だった。

1860

１
月
26
日（
火
）

10
時
30
分
～
13
時
30
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

「
は
ぁ
も
に
ぃ
～
♪
」

（
新
山
口
駅
在
来
線
口
　
こ
こ
と
小
郡
店
前
）

１
家
族
１
０
０
円

（
保
険
料
な
ど
）

●
ひ
ろ
ば
か
ら
の
お
願
い
●

ほ
っ
と
ひ
と
息
で
き
る
場
所
で
す

１
月
2６
日（
火
）

「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」に
お
越
し
く
だ
さ
い
♪

　

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
が

１
歳
で
す
が
、
初
め
て
で
は
な
い
よ
う

な
感
じ
で
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
接
し
て
く

れ
て
、
遊
ん
で
い
た
だ
き
、
子
ど
も
も

喜
ん
で
い
て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
ぜ

ひ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た

来
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

あ
ー
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

①
ご
自
宅
に
て
当
日
の
体
温
を
測
定
し
て
く
だ
さ

い
。（
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
鼻
水
、
咳
な
ど
の
症

状
が
あ
る
場
合
、
ご
利
用
は
お
控
え
く
だ
さ
い
）

②
マ
ス
ク
の
着
用
（
お
子
様
は
マ
ス
ク
を
着
用
で
き

る
場
合
の
み
）

③
会
場
へ
入
ら
れ
ま
し
た
ら
、
設
置
さ
れ
て
い
る
消

　
赤
ち
ゃ
ん
・
未
就
学
児
の
お
子
さ
ん
が
お
ら
れ
る

ご
家
族
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
、
親
子
の
出
会
い

の
場
・
ふ
れ
あ
い
の
場
。
基
本
的
に
ノ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
の
ん
び
り
く
つ
ろ
げ
、
自
由
に
過
ご
せ
る
空

間
を
提
供
す
る
場
で
す
。

　
参
加
予
約
は
不
要
。
い
つ
来
て
い
つ
帰
っ
て
も
Ｏ

Ｋ
。
の
ん
び
り
し
た
い
方
も
、
お
友
だ
ち
を
つ
く
り

た
い
方
も
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

２
月
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
は
お
休
み
。
次
回
は
３
月
23

日（
火
）開
催
予
定
で
す
♪

　

子
育
て
ひ
ろ
ば
の
日
程
や
様
子
は
、
コ
ー
プ
や
ま
ぐ

ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。 ひ

ろ
ば
参
加
者
の
感
想

初
め
て
だ
け
ど
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た

ときところ料金

毒
液
で
手
指
の
消
毒
を

し
て
く
だ
さ
い
。

④
会
場
内
で
の
水
分
補

給
は
可
能
で
す
が
、
食

事
は
当
面
禁
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ス
タ
ッ
フ
全
員
、
マ

ス
ク
着
用
の
上
、
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

鎌
倉
彫
作
家 

高
木
洋
之
助
作
品
展

小
郡
文
化
資
料
館
で
開
催
中

　
山
口
県
立
大
学
の
今
村
主

税
准
教
授
か
ら
、
環
境
に
配

慮
し
た
商
品
の
選
び
方
な
ど

に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
う
。

座
学
の
後
は
、
実
際
に
店
舗

内
で
「
エ
コ
ラ
ベ
ル
探
し
」

を
し
、「
エ
シ
カ
ル
消
費
」

の
知
識
を
身
に
つ
け
る
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
主
催
の
温
暖
化
と
め
る

っ
ち
ゃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま

ぐ
ち
（
山
口
市
環
境
政
策
課

内
、
☎
０
８
３

－

９
４
１

－
２
１
８
１
）
へ
。
定
員
は
20

人
で
、
参
加
は
無
料
。
参
加

者
に
は
、
エ
シ
カ
ル
商
品
も

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。
申
し

込
み
締
め
切
り
は
、
き
ょ
う

20
日（
水
）。

　「
未
来

を
変
え
る

買
い
物
講

座
」
が
、

24
日
（
日
）

午
前
10
時

か
ら
11
時

半
ま
で
、

コ
ー
プ
こ

こ
と
ど
う

も

ん

店

（
山
口
市

道
場
門
前

１
）
で
開

か
れ
る
。

　「
鎌
倉
彫
作
家 

高
木
洋
之
助
作
品
展
」
が
、
山
口
市
小

郡
文
化
資
料
館
（
山
口
市
小
郡
下
郷
、
☎
０
８
３

－

９
７

３

－

７
０
７
１
）
で
開
催
中
。
２
月
14
日（
日
）ま
で
。

　
鎌
倉
彫
と
は
、
カ
ツ
ラ
や
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
木
を
用
い

て
木
地
を
成
形
し
て
文
様
を
彫
り
、
そ
の
上
に
漆
を
塗
っ

て
仕
上
げ
た
工
芸
品
。
鎌
倉
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
で

作
ら
れ
た
も
の
を
指
す
。

　
１
９
０
９
年
に
島
根
県
で
生
ま
れ
、
東
京
で
育
っ
た
高

木
洋
之
助
は
、
55
歳
の
時
に
鎌
倉
彫
の
世
界
に
足
を
踏
み

入
れ
た
。
本
展
示
で
は
、
同
館
が
所
蔵
す
る
作
品
全
21
点

を
、
初
め
て
一
堂
に
公
開
し
て
い
る
。

～２月１４日

「未来を変える買い物講座」
「エシカル消費」の知識を身につける

24
日



サンデー山口３　2021年（令和 3年）１月２０日㈬

 １行記事　県立大による「地域デザイン展」が、２２日（金）から２４日（日）まで山口市民会館で開催。「地域資源の可能性－地域と人との新たなる繋がり」がテーマ。

22日申し込み締め切り
日帰りモニターツアー参加者募集

夏
切
）
に
集
合
後
、
和
田
丸

太
の
話
を
聞
き
な
が
ら
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
の
林
を
散
策
。
昼

食
は
和
田
米
の
お
む
す
び
と

芋
煮
を
味
わ
い
、
午
後
は
和

田
の
木
材
を
使
う
知
恵
の
輪

づ
く
り
体
験
が
で
き
る
。
お

や
つ
に
は
焼
き
芋
と
高
瀬
茶

が
振
る
舞
わ
れ
る
。

　
対
象
は
県
内
に
居
住
す
る

子
ど
も
同
伴
の
家
族
（
２
人

以
上
）
で
、
定
員
は
20
人
。

参
加
は
無
料
だ
が
、
22
日

（
金
）
ま
で
の
事
前
申
し
込
み

が
必
要
だ
。
希
望
者
は
、
代

表
者
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

住
所
・
電
話
番
号
、
同
行
者

氏
名
・
性
別
・
年
齢
を
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ

山
口
支
店
（
☎
０
８
３

－

９

　
２
月
21
日（
日
）
に
開
催
さ

れ
る
、
美
祢
市
・
秋
吉
台
に

春
を
呼
ぶ
風
物
詩
「
秋
吉
台

山
焼
き
」。
野
焼
き
の
迫
力

を
肌
で
感
じ
、
農
作
業
の
一

環
と
し
て
勤
労
や
協
力
の
大

切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
県
秋
吉
台
青
少
年
自
然

　
午
前
９
時
半
、
ウ
ッ
デ
ィ

ハ
ウ
ス
和
田
の
里
（
周
南
市

　
周
南
市
・

和
田
地
域
の

特
産
品
「
和

田
丸
太
」
を

題
材
に
し
た

「
山
里
の
彩

り
と
香
り
を

感
じ
る
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー

〜
彩さ

い

香こ
う

の
里

和
田
」
が
、

２

月

７

日

（
日
）
に
催
行

さ
れ
る
。

７
６

－

２
３
０
６
、

０
８

３

－

９
７
６

－

２
３
０
１
）

に
伝
え
る
こ
と
。
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
る
。

の
家
（
美
祢
市
美
東
町
、
☎

０
８
３
９
６

－

２

－

０
５
８

１
）
は
火
入
れ
と
火
消
し
が

体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
、
参
加
者
を
募
集
中
だ
。

　
対
象
は
小
学
生
以
上
。
参

加
費
は
19
歳
以
上
５
０
０

円
、
18
歳
以
下
３
０
０
円
。

定
員
は
80
人
で
、
締
め
切
り

は
27
日（
水
）
必
着
。
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
る
。

　
な
お
、
天
候
不
順
に
よ
り

延
期
ま
た
は
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
る
。
詳
細
・
問
い
合

わ
せ
は
同
自
然
の
家
へ
。

︻
催
場
︼
21
日︵
木
︶~
25
日

︵
月
︶:
「
巨
匠
作
家
」「
郷

土
作
家
」
大
掛
軸
展
、
兼
田

昌
尚
作
陶
展
︻
美
術
ギ
ャ
ラ

リ
ー
︼
~
26
日︵
火
︶:
木
目

込
み
人
形
作
品
展

︻
独
身
の
お
子
様
を
結
婚
へ

導
く
た
め
の
親
御
様
向
け
個

別
相
談
会
開
催
︼
親
御
様
が

で
き
る
こ
と
と
は
？
　
心
配

や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
だ
け

で
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
:
結
婚
相
談
所
ム
ス
ベ
ル

㈱
山
口
店

☎
０
８
３
９
７
６
６
１
１
６

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

秋
吉
台
山
焼
き
体
験

27
日
締
め
切
り
で
参
加
者
募
集

2月21日

２
月
７
日

山
口
井
筒
屋

［
５
階
］
今
週
の
催
し
案
内 次回は1月27日掲載

出 

会 

い

礒
多
の「
帰
郷
庵
」

実
学
で
あ
る
」
を
読
み
始
め
た
。

　
昨
年
の
十
一
月
八
日
、
荒
川
洋
治
氏
は
、

〝
礒
多
生
家
「
帰
郷
庵
」
十
周
年
記
念
講
演

会
〞
の
た
め
に
来
山
さ
れ
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
ス
ペ
ー
ス
赤
れ
ん
が
で
『
嘉
村
礒
多
の

世
界
』
の
魅
力
を
熱
っ
ぽ
く
話
さ
れ
た
。

　
皆
様
ご
存
じ
の
よ
う
に
嘉
村
礒
多
（
一
八

九
七
〜
一
九
三
三
）
は
、
山
口
市
仁
保
上
郷

出
身
の
私
小
説
作
家
。「
崖
の
下
」・「
業

苦
」
な
ど
が
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
そ
の
生

家
、
築
一
四
〇
年
の
古
民
家
が
整
備
さ
れ

「
帰
郷
庵
」
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
「
嘉
村

礒
多
生
家
の
会
」
の
方
々
の

－

小
説
に
描
か

　
今
年
の
正
月
は
、
通
販
で
選

ん
で
買
っ
た
お
節
を
食
べ
終
え

る
と
、
荒
川
洋
治
著
「
文
学
は

れ
た
豊
か
な
自
然
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い

－

と
い
う
熱
い
思
い
が
あ
る
。

　
前
述
の
講
演
会
で
「
文
学
は
実
学
で
あ

る
」
を
求
め
た
。
帯
に
こ
う
あ
る
。『
エ

ッ
セ
イ
は
、
虚
構
で
は
な
い
。
事
実
を
大

切
に
す
る
。
自
由
き
ま
ま
に
書
く
こ
と
は

で
き
な
い
。
で
も
わ
ず
か
な
余
地
が
あ

る
。
そ
こ
に
楽
し
さ
と
夢
が
ひ
ろ
が
る
の

だ
、
と
思
う
』。
荒
川
氏
の
そ
の
「
わ
ず

か
な
余
地
」
を
私
は
味
わ
う
。
そ
こ
に
抒

情
と
慈
愛
が
あ
る
。
そ
れ
は
人
を
幸
せ
に

す
る
。
文
学
は
人
の
世
を
生
き
る
た
め
の

実
学
で
あ
る
。
一
週
間
経
つ
が
読
み
終
わ

ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
本
は
、
一
気
に
読

み
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
少
し
読
ん

で
は
寝
転
が
っ
て
考
え
る
。

　
本
を
読
み
終
え
た
ら
そ
の
余
韻
が
残
る

う
ち
に
「
帰
郷
庵
」
を
訪
ね
た
い
。



2021年（令和 3年）１月２０日㈬　４サンデー山口
サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）の
紙
面
は
、山
口
市
・
美
祢
市
・
宇
部
市（
一
部
）で
の
新
聞
折
り
込
み
と
各
所
へ
の
設
置
で
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。ま
た
、紙
面
に
載
り
切
ら
な
い
情
報
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。




